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その l つの接合点を熱するとこの輪i自に也統を生ずる。この 2

つの接合点，すなわち熱接点と冷接点との 1M]に従流討を飽くと，

その熱711流を制IJ ることができる。この也統は接合点の温度の差

のみによって起るので， 起11i力は温度に比例して変化する。こ

のような 1 組の金属総の組合わせを熱電対(サーモカップノレ

thermocoupl e) と呼ぶ。測定しようとする現皮の中へ一方の

後合点すなわち熱接点をおき，他方の冷接点は外部における既

知lのある一定の低ìI!I..中に置くと ，これによって生じた起電力を

iHlJ ることにより ， 熱接点の温度を知ることができる。普通その

電流を測る高抵抗の可動線輪型ミリボルト計に温度の目盛をほ

どこし， ï直接氾皮を読み得るようにしてあるが，これを指示高

官R7汁 という。

熱電対は，任意の奥極金属の組合わせで・よいが，実用上は単

位瓶皮変化当りの起電力の大きなものがよい。常用される熱'î[

対の組合わせは鈴 1 表のとおりである。なお熱11i:対の熱接点は

i通常総をl滋製管で絶縁し， 気空白で耐熱性を有する保護管で保護

しなければならない。

第 l 表熱Tù:対組合せ

金 m 組 合 せ 使用可能
(+) (ー) 範図・c

白金ロ ν ウム 白 金 300-1 ,400 
(Pt 87% Rh 13%) (Pt) -1.600・

銅 コソ;<.タ γ タソ -258-500 
(Cu) (Cu60% Ni40%) -600・

鉄 コーノ λ 夕、ノターノ 200-600 
(Fe) (Cu55% Ni45%) - 800・

クロメ Jレ 7 Iレメル 0-1,000 

(Ni89% Crl0% Fel%) (!，:! ~9:;" A~~~"~il %) r lV 7d l' C l 70 J ¥.Mn 2.5 % Fe 0.5 % 1 ， 200・

- 印は使間限度1H皮

電気抵抗温度計は，導線内の電気抵抗が，温度によ って変る

ことを応用した電気的視度計である。すなわち別l混の純白|内て、

変態点がなく ， 電気抵抗温度係数が一定である金属線の抵抗を

iJIIJÆ して潟度を知るものである。抵抗体として通常白金線を用

い，マイカ . fæf'(磁総などにコイノレ状に巻き，ガラス ・ 磁務等

の保護管に入れた上机1]温部にさし入れる。 ij.i迫， il[IJ ìI!I..の際は，

抵抗の絶体値を測定するのではなく，常ìl1部に↑泣かれた同一怒

抗体に同時に統れるm流との比較il[1]定を，交差線輸(クロスコ

イル cross coil) 型電流計によって ， 直接温度目盛を指示させる

ようになっている。精度:を要するときは， f包橋法 ・ 電位差計i去

がm l，、られる。白金抵抗体を J!ìいた瓶度計は 190-660
0

C の ìHlJ

flüt純凶に使用 される。---"蒸気機関車の性能試験。蒸気機関車

の効率。
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じようききかんしゃのガスぶんせき 蒸気後関車のガス分

析 蒸気磁l刻IjIの燃焼ガスは一般陸上缶のものとま ったく同様

にして分析を行う。蒸気後I品]11主は憾附上通風が!間欠的であり，ま

た手佼きの !:J.J合はとくに燃焼が脈動的となる。分析に使用する

ガスは煙室反射板

下付近から係集す

るが， 一定時間の

平均が採集できる

裟1u~を用いる。こ

の裟也のない場合

は一定時間1内で数

回の分析を行いそ

の平均値を取る。

1. 1~高気後関車のガス分析

す ijL押?400 500 印。
÷;「?グ三主家為

通常 CO" 0" CO , N， の各成分を容獄比で分析するが，必要に

応じ H" 80" CmHn 等を分析することもある 。 CO" CO ;Jliに

蒸気締切事によ って相違するが，一例を示すと図ーlのようにな

る。

燃焼ガスの分析装置には，化学薬品にガスを!段収させて，

CO" 0" CO , N , (1 00 から CO" O " CO を引き去った残 り を N，

とする)， H，(必裂に応じ爆燃法を用いて H，を分析する)の合有

iii:を測定するオノレサ'ット分析装置， ガス内の音波速度は， ifut度

が等しければ， ほぼガスの密度の平方根に逆比例することを利

用して， メタ γおよび H，の含有量を知る音響式分析裟位，ガ

スが流動する際そのモ ー メソトが密度に比例することを利用

CO，および 0， (資料ガス中の 0，を変成炉で CO，に替え，これ

を測定して 0， の含有企を知る)の量を知る風車式分析装配， 一

般のガスは反磁性休であるのに比し， 0，は正磁性であり格E益率

は瓶皮に反比例するので強い不均一磁場内の磁気(1と]熱対流の測

定によ って ， 0，の合有率を検出する磁気分析装 ri~j~ ， および熱i云

滋率の側i監から不平衡となるプリック回路電流を測定して，

CO，および CO + H，の含有量をしらべる熱伝滋率法を肝]1， 、た装

位等がある。

燃料を完全に燃焼させるために， 空気は理論的に必要な最小

限度の部の1.1-1.5 倍を必要とする。この数値を空気過剰係数

と称し，これより l を引き去った数値 μ を過剥空気率という。

蒸気儀関車の火室に吸入される空気の絶対量を測定することは，

きわめて悶燥であるため，過剰空気率は燃焼ガス分析の結果か

らつぎの式により計算する。

μ 3 .76(O， _I / ， CO) __ _. . _, -, ".--.-:._. XI00% 
N，ー 3.76(O ， _ I/ ， CO)

したが っ て ， 突|際に燃焼した燃料に対する過剰空気率となり ，

火室に校入した燃料に対するものではない。灰z ドに務ちる未燃

IJ)之の ii止を測定することは普通困難であるため， 全部燃焼したも

のとして取り扱う。機関車では燃焼率が高く ， かつ， 燃焼はき

わめて迅速なことが要求され，また火床整]:IJ!作業等のため，一

般陸上街の楊合より未燃煩失は大きくなるから，誤差が大きく

なるのはまぬがれない(図ー2) 。

1 次空気とは，石

炭燃焼の泌合にあっ

ては，燃料胞を巡っ

て火室に導入され燃

焼にあずかる空気を

いう。液休燃料燃焼

の場合は，燃料噴射

ノズノレ周辺より流入

2. 過剰空 気率

し ， 燃焼にあずかる'空気をいう。この空気により燃料の完全燃

焼をはかることが望ましい。

2 次空気 とは ， 1 1欠空気のみで燃料が完全に燃焼できず， ま

ど空気を必援とする場合， 火室両llIU ・ 後部焚き口付近(液休燃

料の燃焼にあたっては火室下部よりのこともある)等より 2 次

郎jに滋入される空気をいう。

2 次空気は必要以上に多量であると燃焼ガスの温度を低下さ

せ，燃焼をUl~化させ伝熱をさまたげ，ポイラ効率を低下させる。
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